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個人情報の取扱いについて 

 

 (1) 本学が保有する個人情報は、「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」等の

法令を遵守するとともに、「国立大学法人北海道大学個人情報管理規程」に基づき、保護に万全

を期しています。 

 (2) 出願に当たってお知らせいただいた氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜、

②合格発表、③入学手続き、④入学者選抜方法等における調査・研究、及び⑤これらに付随する

業務を行うために利用します。 

 (3) 各種業務での利用に当たっては、一部の業務を本学から当該業務の委託を受けた業者（以下「受

託業者」という。）において行うことがあります。業務委託に当たり、受託業者に対して、委託

した業務を遂行するために必要となる限度で、お知らせいただいた個人情報の全部又は一部が提

供されます。 

 (4) 出願に当たってお知らせいただいた個人情報は、合格者についてのみ、入学後の①教務関係（学

籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康管理、奨学金申請等）、③就職支援関係、④授業料等に

関する業務を行うために利用します。 

 (5) (4)の個人情報のうち、氏名、住所に限って、安全確保の措置を講じた上で、北大フロンティ

ア基金、本学関連団体である北海道大学体育会及び北海道大学薬学部同窓会並びに北海道大学校

友会エルムからの連絡を行うために利用する場合があります。 
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生命科学院 アドミッション・ポリシー 
 
生命科学院では、分子レベルから個体レベルにわたる高度な生命科学の知識を統一的に学ぶことができ

る大学院教育を提供する。このために、理学・薬学・医学・農学の領域において基礎生命科学から応用生

命科学を専門とする広い分野の教員が参加することにより、基礎から応用展開までの包括的な教育を行う。 
 
・求める学生像 

＜臨床薬学専攻＞ 

臨床研究を基盤とし先端的薬物治療の開発・評価、医療システム、レギュラトリーサイエンスなどの実

践的な教育を行う「臨床薬学専攻（博士課程）」では、薬系領域の社会的な広がりに対応し、疾患の分子機

構解明とそれを基盤とした創薬理論・技術を身に付けるための教育を行う「生命科学専攻生命医薬科学コ

ース（修士課程（博士前期）、博士課程（博士後期））」との有機的連携により、臨床の現場で生じた解決す

べき研究課題をいち早く発見し基礎薬科学領域の理論や技術によって解決する能力・技術を兼ね備えた医

療・臨床薬学研究者・技術者の養成を目指している。この理念と目標の実現にむけて以下の資質と能力を

もつ学生を求める。 

最先端の創薬・医療薬科学を学びつつ、それらの成果を臨床の現場に実践的にフィードフォワードでき

る優れた実験能力と解析能力を身に付けた指導的医療従事者になろうとする学生 
 
・入学前に学習しておくことが期待される内容 

  １．薬学・生命科学に関する基礎学力を有すること。 

  ２．大学院において専門的な学術研究に従事していくため、各専門分野における基盤的な素養を修得

していること。 
 
・入学者選抜の基本方針（多角的な評価方法） 

【一般選抜】 

筆記試験により、「思考力・判断力・表現力」及び「理解力」の評価を特に重視し、「知識・技能」につ

いても評価する。また、口頭試問により、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・協働性」、

「理解力」、「関心・意欲」、「課題発見力」、「課題解決力」を特に重視して評価を行う。併せて、入学後の

研究計画書、成績証明書等出願書類により、これらの資質を補完して、入学者を総合的に評価して選抜す

る。 
 
【社会人特別選抜】 

口頭試問により、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・協働性」、「理解力」、「関心・意

欲」、「課題発見力」、「課題解決力」の評価を特に重視して行う。併せて、入学後の研究計画書、成績証明

書等出願書類により、これらの資質を補完して、入学者を総合的に評価して選抜する。 
 
【外国人留学生特別選抜】 

口頭試問等により、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性・協働性」、「理解力」、「関心・

意欲」、「課題発見力」、「課題解決力」を特に重視して評価を行う。併せて、入学後の研究計画書、成績証

明書等出願書類により、これらの資質を補完して、入学者を総合的に評価して選抜する。 

 

・入学者選抜の基本方針（評価方法の比重） 
【博士課程】 

入試区分 評価方法等 

学力の３要素 

理解力 関心・意欲 課題発見力 課題解決力 
知識・技能 

思考力・判断力・

表現力 

主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

一般選抜 

筆記試験 ○ ◎  ◎    

口頭試問 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

入学後の研究計画書、 

成績証明書等出願書類 
総合的に判断する要素 

社会人 

特別選抜 

口頭試問 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

入学後の研究計画書、 

成績証明書等出願書類 
総合的に判断する要素 

外国人留学生 

特別選抜 

口頭試問等 ※１ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

入学後の研究計画書、 

成績証明書等出願書類 
総合的に判断する要素 

※１：Web会議システム等により試問を行う。 

(注) ◎は特に重視する要素を、○は重視する要素を指す。 
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Ⅰ 一般選抜及び社会人特別選抜 
 

１．募集人員 
  （募集人員は、社会人特別選抜及び外国人留学生特別選抜を含む。） 
 

専  攻 
募集人員 

（令和 6年 4月入学） （令和 6年 10月入学） 

臨床薬学専攻 若干名 

 

２．出願資格 

 一般選抜：次の(1)～(7)のいずれかに該当する者 

 (1) 大学における修業年限６年の薬学、医学、歯学又は修業年限６年の獣医学を履修する課程を卒業し

た者（大学院入学の前までに卒業する見込みの者を含む。） 

 (2) 外国において、学校教育における 18年の課程（最終の課程は薬学、医学、歯学又は獣医学）を修了

した者（大学院入学の前までに修了する見込みの者を含む。）  

 (3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校

教育における 18年の課程（最終の課程は薬学、医学、歯学又は獣医学）を修了した者（大学院入学の

前までに修了する見込みの者を含む。） 

 (4) 我が国において、外国の大学課程（その修了者が当該外国の学校教育における 18年の課程（最終の

課程は薬学、医学、歯学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国

の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該

課程を修了した者（大学院入学の前までに修了する見込みの者を含む。） 

 (5) 文部科学大臣の指定した者 

  ① 修士課程を修了した者（大学院入学の前までに修了する見込みの者を含む。） 

  ② 前期２年及び後期３年の課程の区分を設けない博士課程に２年以上在学し、30単位以上を修得し、

かつ、必要な研究指導を受けた者（学位規則の一部を改正する省令（昭和 49 年文部省令第 29 号）

による改正前の学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第６条第１号に該当する者を含む。）で本学

の大学院において、大学における修業年限６年の薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を卒

業した者と同等以上の学力があると認めた者 

  ③ 旧大学令による大学の医学又は歯学の学部において医学又は歯学を履修し、これらの学部を卒業

した者 

  ④ 防衛庁設置法（昭和 29年法律第 164号）による防衛医科大学校を卒業した者（大学院入学の前ま

でに卒業する見込みの者を含む。） 

  ⑤ 下記の課程を卒業又は修了後、大学、研究所等において２年以上研究に従事した者で、本学の大

学院において、当該研究の成果等により、大学における修業年限６年の薬学、医学、歯学、獣医学

を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

   Ａ 大学（修業年限６年の薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を除く。）を卒業 

   Ｂ 外国において学校教育における 16年の課程を修了 

   Ｃ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における 16年の課程を修了 

 (6) 次のいずれかに該当するものであって、本学院において、所定の単位を優れた成績をもって修得し

たと認めた者（飛び級） 

  ① 大学院入学までに大学（修業年限６年の薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むもの

に限る。）における在学期間が４年以上となる者 

  ② 外国において学校教育における 16年の課程（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含む

ものに限る。）を修了した者 

  ③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学

校教育における 16 年の課程（薬学、医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を

修了した者 

  ④ 我が国において外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程（薬学、

医学、歯学又は獣医学を履修する課程を含むものに限る。）を修了したとされるものに限る。）を有

するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣
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が別に指定するものの当該課程を修了した者 

 (7) 本学院において、個別の入学資格審査により、大学（修業年限６年の薬学、医学、歯学又は獣医学

を履修する課程）を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、大学院入学の前までに 24歳に

達するもの 

  ＊ 上記出願資格を有する者で、令和６年 10 月入学を希望する者は、12 頁の「北海道大学大学院生

命科学院 10月入学者選抜試験実施要項」を参照のうえ、入学願書の所定欄に「レ」を記入すること。 

 社会人特別選抜：次の(1)、(2)のいずれかに該当する者 

 (1) 上記の一般選抜出願資格の(1)～(4)及び（5）①のいずれかに該当する者で、出願時に社会人であり、

入学後も引き続きその身分を有する者 

 (2) ４年制の薬学を履修する課程を卒業し、薬剤師国家試験合格後、社会人（薬剤師）として２年以上

の実務経験が有り、入学後も引き続きその身分を有する者 

   この場合、出願資格は上記一般選抜の(7)に該当し、出願資格予備審査が必要となるので、「３．出

願資格予備審査」を参照のうえ、申請手続きを行うこと。 

 

３．出願資格予備審査 

  申請期間：令和５年 11月 15日(水) ～ 令和５年 11月 17日(金) 

  「２．出願資格」の(5)②・⑤、(6)及び(7)による志願者については、願書を受理する前に出願資格に

関する予備審査を行うので、この期間内に「５．出願書類」を提出すること。 

  なお、予備出願資格予備審査申請に当たっては検定料を納付してはいけない。検定料は下記(注)によ

り納付すること。 

  （申請はこの期間に郵送により必着のこと。） 

 (注) 出願資格予備審査の結果については、令和５年 11 月 28 日(火)頃に通知を発送するので、出願資

格を認められた場合、令和５年 12 月８日(金)までに、「７．検定料」を別添の振込用紙を用いて、

銀行、ゆうちょ銀行・郵便局から納付し、その受付証明書を提出すること。期間内に提出がない場

合は、出願の意思がないものと判断し、出願書類は受理しない。 

    ただし、国費外国人留学生、中国政府国家公派研究生項目派遣学生、北海道大学総長奨励金留学

生である者（採用予定者を含む。）は、検定料の納付を要しない。 

 

４．願書受理期間 

  受理期間：令和５年 12月４日(月) ～ 令和５年 12月８日(金) 

  （申請はこの期間に郵送により必着のこと。） 

  なお、「２．出願資格」の(5)②・⑤、(6)及び(7)により出願する場合は、事前に出願資格審査をする

ので、「３．出願資格予備審査」を参照のうえ出願すること。 

 

５．出願書類 

 (1) 一般選抜 

  ＊ 「２．出願資格」の(5)②・⑤、(6)及び(7)による志願者は、「３．出願資格予備審査」申請期間

内に提出すること。 

  ＊ ○は必ず提出する書類、△は該当者のみ提出する書類 
 

提出書類 

出願資格 

備  考 (1)(2) 

(3)(4) 

(5)①③④ 

(5)②⑤ 

(6)(7) 

１ 
入学願書・履歴書・ 

受験票・写真票 
○ ○ 

〔所定用紙〕 

外国の学校教育課程出身者及び外国の学校が行う通信教育履修者は、｢履

歴書Ｂ｣(所定用紙)を添付すること。 
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２ 入学後の研究計画書 ○ ○ 
〔所定様式〕 

様式は、ホームページからダウンロードも可能。 

３ 研究歴証明書  ○ 
〔様式任意〕 

研究題目・研究期間に関する大学・研究所・企業の開発研究部門等の長又

は研究指導者の証明書 

４ 
最終出身学校の学業

成績証明書 
○ ○ 本学薬学部薬学科卒業（見込）者は提出不要 

５ 
最終出身学校の卒業

（見込）・修了（見込）

証明書 
○ ○ 

①出身学校の長が作成したもの。 

（既卒・既修了の場合、学位情報が記載されていることを確認してくださ

い。） 

 

◎中華人民共和国（香港、台湾、マカオを除く）の学校を卒業・修了、ま

たは卒業見込み・修了見込みの者は、卒業（見込）証明書・修了（見込）

証明書に加えて、以下の書類を提出してください。 

 

既卒者・既修了者   …a 学歴証書電子登録票（教育部学历证书电子注

册备案表） 

卒業見込者・修了見込者…a オンライン在籍認証レポート（教育部学籍在

线验证报告） 
 

上記のうち、書類aは中華人民共和国教育部認証システム（中国高等教育

学历证书查询http://www.chsi.com.cn/xlcx/bgys.jsp）より取得してくだ

さい。 

また、提出時点で Web認証の有効期限が 15日以上残っていることを確認

してください。 

 

②卒業証明書のほか、大学院修士課程の修了（見込）者は、上記により修

士課程の修了（見込）証明書を併せて提出すること。 

③本学薬学部薬学科卒業（見込）者は提出不要 

６ 
修士課程における研

究内容の要旨 
△  修士課程修了見込みの者のみ提出すること。（Ａ４判用紙３枚程度） 

７ 
現在までの研究内容

の要旨 
△  

修士の学位を有する者のみ提出すること。（予め志望担当教員に確認する

こと。) 

８ 志望担当教員調査票 ○ ○ 
〔所定様式〕 

本調査票記入前に、志望の担当教員と必ずコンタクトを取ること。 

様式は、ホームページからダウンロードも可能。 

９ 
研究業績目録、主た

る研究論文（写） 
△ △ 

〔様式任意〕 

研究業績等がある場合は任意で提出することができる。 

10 受験票送付用封筒 ○ ○ 

〔所定封筒〕 

封筒には、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記し、400円分の切手を

貼付して提出すること。出願後に転居等で宛先を変更する場合は、必ず本

学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担当に連絡すること。 

11 
合否通知用及び連絡

用シール 
○ ○ 

〔所定用紙〕 

シールには、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記して提出すること。 

出願後に転居等で宛先を変更する場合は、必ず本学理学・生命科学事務部

事務課大学院教育担当に連絡すること。 

12 
出願資格予備審査 

結果通知用封筒 
 ○ 

定形郵便用封筒に、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記し、84 円分

の切手を貼付すること。 
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 (2) 社会人特別選抜 

  ＊ 「２．出願資格」の(7)による志願者は、「３．出願資格予備審査」申請期間内に提出すること。 

  ＊ ○は必ず提出する書類、△は該当者のみ提出する書類 
 

提出書類 

出願資格 

備  考 (1)(2) 

(3)(4) 

(5)① 

(7) 

１ 
入学願書・履歴書・ 

受験票・写真票 
○ ○ 

〔所定用紙〕 

外国の学校教育課程出身者及び外国の学校が行う通信教育履修者は、｢履

歴書Ｂ｣(所定用紙)を添付すること。 

２ 
勤務先の人事等の権

限を有する者の在職

証明書 
○ ○ 

〔様式任意〕 

在職期間及び職務内容を含めること。 

なお、合格者は入学手続き時に勤務先の人事等の権限を有する者が発行す

る「在職のまま入学することの承諾書（様式任意）」を提出することにな

るので、事前に勤務先に承諾を得ておくこと。 

３ 入学後の研究計画書 ○ ○ 
〔所定様式〕 

様式は、ホームページからダウンロードも可能。 

４ 
最終出身学校の学業

成績証明書 
○ ○ 本学薬学部薬学科卒業（見込）者は提出不要 

５ 
最終出身学校の卒業

（見込）・修了（見込）

証明書 
○ ○ 

①出身学校の長が作成したもの。 

（既卒・既修了の場合、学位情報が記載されていることを確認してくださ

い。） 

 

◎中華人民共和国（香港、台湾、マカオを除く）の学校を卒業・修了、ま

たは卒業見込み・修了見込みの者は、卒業（見込）証明書・修了（見込）

証明書に加えて、以下の書類を提出してください。 

 

既卒者・既修了者   …a 学歴証書電子登録票（教育部学历证书电子注

册备案表） 

卒業見込者・修了見込者…a オンライン在籍認証レポート（教育部学籍在

线验证报告） 
 

上記のうち、書類aは中華人民共和国教育部認証システム（中国高等教育

学历证书查询http://www.chsi.com.cn/xlcx/bgys.jsp）より取得してくだ

さい。 

また、提出時点で Web認証の有効期限が 15日以上残っていることを確認

してください。 

 

 

②卒業証明書のほか、大学院修士課程の修了（見込）者は、上記により修

士課程の修了（見込）証明書を併せて提出すること。 

③本学薬学部薬学科卒業（見込）者は提出不要 

６ 
修士課程における研

究内容の要旨 
△  修士課程修了見込みの者のみ提出すること。（Ａ４判用紙３枚程度） 

７ 
現在までの研究内容

の要旨 
△  

修士の学位を有する者のみ提出すること。（予め志望担当教員に確認する

こと。） 

８ 志望担当教員調査票 ○ ○ 
〔所定様式〕 

本調査票記入前に、志望の担当教員と必ずコンタクトを取ること。 

様式は、ホームページからダウンロードも可能。 

９ 
研究業績目録、主た

る研究論文（写） 
△ △ 

〔様式任意〕 

研究業績等がある場合は任意で提出することができる。 
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10 

勤務先の人事等の権

限を有する者、又は

大学・研究所等の研

究指導者の推薦書 

△ △ 
〔様式任意〕 

任意で提出することができる。 

11 受験票送付用封筒 ○ ○ 

〔所定封筒〕 

封筒には、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記し、400円分の切手を

貼付して提出すること。出願後に転居等で宛先を変更する場合は、必ず本

学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担当に連絡すること。 

12 
合否通知用及び連絡

用シール 
○ ○ 

〔所定用紙〕 

シールには、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記して提出すること。 

出願後に転居等で宛先を変更する場合は、必ず本学理学・生命科学事務部

事務課大学院教育担当に連絡すること。 

13 
出願資格予備審査 

結果通知用封筒 
 ○ 

定形郵便用封筒に、志願者の郵便番号、住所及び氏名を明記し、84 円分

の切手を貼付すること。 

 

６．願書提出先 

  〒060-0810 札幌市北区北 10条西８丁目 

       北海道大学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担当 

  ＊ 願書は郵送により提出すること。また、必ず「速達」の書留郵便とし、「大学院入学願書在中」と

朱書すること。募集要項のとじ込みにある「受験票送付用封筒」ではなく、別途用意した封筒で郵

送すること。 

 

７．検定料  30,000円 

  ① 本学大学院（他研究科・他学院を含む）の修士課程を修了見込みの者及び出願時において国費外

国人留学生、中国政府国家公派研究生項目派遣学生、北海道大学総長奨励金留学生である者（採用

予定者を含む。）は、検定料の納付を要しない。 

   ※ 北海道大学以外からの推薦による国費外国人留学生採用者は、採用(予定)通知書の写を提出 

    すること。 

  ② 検定料は、「生命科学院所定用紙等のとじ込み」にある「検定料振込用紙」を用いて、銀行、ゆう

ちょ銀行・郵便局から納付し、「検定料受付証明書」(Ｅ)を入学願書の所定の欄に貼付して提出する

こと。 

  ③ 既納の検定料は、以下の場合を除き返還しない。 

    ・検定料を払い込んだが出願しなかった場合又は出願が受理されなかった場合 

    ・検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

 

８．選抜方法 

 一般選抜 

   外国語筆記試験（英語）、口頭試問の結果及び出願書類の内容を総合して合格者を決定する。 

   ※ 口頭試問の出題範囲は出願時に提出された研究計画書及び任意提出の研究業績目録及び主たる

研究論文とする。 

 社会人特別選抜 

   口頭試問の結果及び出願書類の内容を総合して合格者を決定する。 

   ※ 口頭試問の出題範囲は出願時に提出された研究計画書及び任意提出の研究業績目録及び主たる

研究論文とする。 

 

９．試験日時・会場 

  日  時：令和６年１月 10日(水) 

  試験会場：北海道大学薬学部（札幌市北区北 12条西６丁目） 

  ＊ 試験時間、試験室及び口頭試問方法等の詳細については別途通知する。 
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10．合格発表 

  合格者は、令和６年１月 19 日(金)16：30 頃に本学院ホームページに受験番号を掲示するとともに、

受験者全員に合否を通知する。 

 

11．入学手続及び必要経費 

  入学手続きについては、合格通知の際に併せて連絡する。 

  入学料 282,000円（予定額） 

  ＊ 本学大学院の修士（博士前期）課程から引き続き博士課程に進学する者は不要 

  授業料 267,900円〔年額 535,800円のうちの前期分〕（予定額） 

  ＊ 在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用される。 

 

12．注意事項 

  ① 入学試験当日は、受験票を必ず持参すること。 

  ② 身体に障害のある場合は、出願時に申し出ること。 

 

13．長期履修について 

  本学院では長期履修制度を設けているので、長期履修を希望する者は 13頁の「長期履修について（案

内）」を熟読のうえ、申請すること。 

 

14．その他 

  入学願書を受理した者には、令和５年 12月 21日(木)頃に受験票を発送する。 

 

 

◎出願に関して不明な点等があれば、下記まで連絡すること。 
 

〒060-0810 札幌市北区北 10条西８丁目 

北海道大学理学・生命科学事務部事務課 大学院教育担当 

（窓口受付時間 平日 8:30～17:00） 

℡（011）706-3675  Email：r-gakuin@sci.hokudai.ac.jp 

北海道大学大学院生命科学院 
ホームページ https://www.lfsci.hokudai.ac.jp 
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Ⅱ 外国人留学生特別選抜 
 

１．募集人員 
 

専  攻 
募集人員 

（令和 6年 4月入学） （令和 6年 10月入学） 

臨床薬学専攻 若干名 

 

２．出願資格 

  入学試験を受験するために来日することが困難な外国人で、かつ、入学後に主任として研究指導担当

を希望する本学院担当専任教員（受入予定教員）の推薦書により能力・学力があると保証された者で、

次のいずれかに該当する者 

 (1) 外国において、学校教育における 18年の課程（最終の課程は薬学、医学、歯学又は獣医学）を修了

した者（大学院入学の前までに修了する見込みの者を含む。） 

 (2) 文部科学大臣の指定した者 

   外国において学校教育における 16年の課程を修了後、大学、研究所等において２年以上研究に従事

した者で、本学の大学院において、当該研究の成果等により、大学における修業年限６年の薬学、医

学、歯学、獣医学を履修する課程を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

 (3) 本学院において、個別の入学資格審査により、大学（修業年限６年の薬学、医学、歯学又は獣医学

を履修する課程）を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、大学院入学の前までに 24歳に

達するもの 

   ※ 事前に受入教員と必ずコンタクトをとり、受入内諾が得られた場合はインターネット出願に必

要となるパスワードを受領すること。 

     また、受入教員に推薦書（様式任意）を作成してもらい、出願期間中に直接、大学院教育担当

へ提出してもらうように依頼すること。 

   ※ 令和６年 10月入学を希望する者は、12頁の「北海道大学大学院生命科学院 10月入学者選抜試

験実施要項」を参照のうえ、インターネット出願登録画面で「令和６年 10月入学」を選択するこ

と。 

 

３．出願資格予備審査 

  申請期間：令和５年 11月 15日(水) ～ 令和５年 11月 17日(金) 午後５時（日本時間） 

  「出願資格」の(2)及び(3)による志願者については、正式な出願手続きの前に出願資格に関する予備

審査を行うので、この期間内に「６．出願書類」を PDFファイルで E-mailに添付して送付すること。 

  出願資格予備審査書類に虚偽の記載等があった場合は、出願資格を取り消すことがある。 

【送付先 E-mailアドレス：r-gakuin@sci.hokudai.ac.jp】 

  なお、出願資格予備審査申請にあたっては検定料を納付してはいけない。 

  出願資格予備審査の結果は、令和５年 11 月 28 日(火)頃に本人あてメールで通知するので、出願資格

が認められた者は、速やかに「４．出願期間」内に「５．出願手続・検定料の支払い」を行うこと。 

  （ただし、国費外国人留学生、中国政府国家公派研究生項目派遣学生、北海道大学総長奨励金留学生

である者（採用予定者を含む）は、検定料の納付を要しない。） 

 

４．出願期間 

 ◆ インターネットでの登録：令和５年 11月 24日(金) ～ 令和５年 11月 30日(木) 

                                    午後５時（日本時間） 

  ＊ インターネット登録後、願書書類を PDFにして 11月 30日(木)までにメール送信すること。 

【送付先 E-mailアドレス：r-gakuin@sci.hokudai.ac.jp】 
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 ◆ 出願書類の提出期限：令和５年 12月８日(金) 午後５時（日本時間）まで 

  ＊ インターネットでの登録後、PDFのメール送信とは別に出願書類を提出（郵送）すること。 

  「２．出願資格」の(1)による志願者 

   上記出願期間に「５．出願手続・検定料の支払い」を参照のうえ手続きを行うこと。 

  「２．出願資格」の(2)及び(3)による志願者 

   先に「３．出願資格予備審査」へ申請し、出願資格が認められた後、上記出願期間に「５．出願手

続・検定料の支払い」を行うこと。 

 

５．出願手続・検定料の支払い 

  出願手続きは、以下①～③のすべてが出願期間までに完了（到着）していることが確認されたものの

み受理する。 

  ① インターネットでの出願登録 

    事前に受入教員から取得したパスワードにより北海道大学インターネット出願サイト 

   （https://e-apply.jp/e/hokudai-lsci/）にアクセスし、登録すること。 

   注）インターネット出願には「プリンター」と「メールアドレス（携帯電話のメールは不可。）」 

    が必要なので注意すること。 

  ② 検定料の支払い 

    インターネット出願後に表示される画面に従い、Ⅰ～Ⅲのいずれかの方法で支払うこと。 

     検定料 30,000円 

    Ⅰ ： クレジットカードによる支払い 

    Ⅱ ： Pay-easy（銀行 ATM、ゆうちょ銀行 ATM、ネットバンキング）、コンビニエンスストア、 

       PayPay銀行、楽天銀行による支払い  

    Ⅲ ： 中国銀聯ネット決済（ChinaPay）による支払い  

   ※ 検定料に加え、別途事務手数料（500円程度）がかかるので注意すること。 

   ※ 出願時において国費外国人留学生、中国政府国家公派研究生項目派遣学生、北海道大学総長奨

励金留学生である者（採用予定者を含む。）は、検定料の納付を要しない。 

   ※ 既納の検定料は、以下の場合を除き返還しない。 

    ・検定料を支払ったが出願しなかった場合又は出願が受理されなかった場合 

    ・検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

③ 出願書類の郵送  

    インターネット出願後に作成される入学願書・履歴書及び、その他出願に必要な書類（「６．出願

書類」参照）を封筒に入れ、出願期間内に必着するように送ること。  

    なお、提出された出願書類は返却できないので注意すること。 

   【出願書類送付先】060-0810 日本国 北海道札幌市北区北 10条西８丁目 

            北海道大学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担当 

   注）出願期間後に到着した場合は受理しないので、郵便事情等を考慮して発送すること。 

 

  

https://e-apply.jp/e/hokudai-lsci/
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６．出願書類 

  ＊ ○は必ず提出する書類、△は該当者のみ提出する書類 
 

提出書類 

出願資格 

備  考 
(1) 

(2) 

(3) 

１ 入学願書・履歴書 ○ ○※ 

インターネット出願サイトへ必要事項を入力後に作成される入学願書・履歴 

書をＡ４判で印刷のうえ提出すること。 

 ※ 出願資格(2)及び(3)による志願者は、出願資格予備審査で出願資格が認め

られた後に作成・提出すること。 

２ 
出願資格予備審査 

申請書 
 ○ 

〔所定様式〕  

インターネット出願サイトから様式をダウンロードして作成すること。 

３ 写真１枚 ○ ○ 縦４cm×横３cm 

４ 入学後の研究計画書 ○ ○ 
〔所定様式〕 

インターネット出願サイトよりダウンロードし、Ａ４判で印刷のうえ作成するこ

と。 

５ 研究歴証明書  ○ 
〔様式任意〕 

研究題目・研究期間に関する大学・研究所・企業の開発研究部門等の長又は研究

指導者の証明書 

６ 
最終出身学校の学業

成績証明書 
○ ○ 参考として、出身学校の指導教員等の推薦状を添えることができる。 

７ 
最終出身学校の卒業

（見込）・修了（見込）

証明書 
○ ○ 

①出身学校の長が作成したもの。 

（既卒・既修了の場合、学位情報が記載されていることを確認してください。） 

 

◎中華人民共和国（香港、台湾、マカオを除く）の学校を卒業・修了、または卒

業見込み・修了見込みの者は、卒業（見込）証明書・修了（見込）証明書に加え

て、以下の書類を提出してください。 

 

既卒者・既修了者   …a 学歴証書電子登録票（教育部学历证书电子注册备案

表） 

卒業見込者・修了見込者…a オンライン在籍認証レポート（教育部学籍在线验证

报告） 
 

上記のうち、書類aは中華人民共和国教育部認証システム（中国高等教育学历证

书查询http://www.chsi.com.cn/xlcx/bgys.jsp）より取得してください。 

また、提出時点で Web認証の有効期限が 15日以上残っていることを確認してく

ださい。 

 

②卒業証明書のほか、大学院修士課程の修了（見込）者は、上記により、修士課

程の修了（見込）証明書を併せて提出すること。 

８ 
修士課程における 

研究内容の要旨 
△  修士課程修了見込みの者のみ提出すること。（Ａ４判用紙３枚程度） 

９ 
現在までの研究内容

の要旨 
△  修士の学位を有する者のみ提出すること。（予め志望担当教員に確認すること。) 

10 
研究業績目録、主た

る研究論文（写） 
△ △ 

〔様式任意〕 

研究業績等がある場合は任意で提出することができる。 

11 パスポートの写し ○ ○ パスポートの氏名を記載しているページの写しを提出すること。 

12 
その他受入教員が要

求する書類等 
△ △  
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７．選抜方法 

  学業成績証明書、指導予定教員からの推薦書及び入学後の研究計画書並びに任意提出の研究業績目録

及び主たる研究論文（写）等の内容を総合して合格者を決定する。 

 

８．合格発表 

  合格者は、令和６年１月 19 日(金)16：30 頃に本学院ホームページに受験番号を掲示するとともに、

受験者全員に合否を通知する。 

 

９．入学手続及び必要経費 

  入学手続きについては、合格通知の際に併せて連絡する。 

  入学料 282,000円（予定額） 

  授業料 267,900円〔年額 535,800円のうちの前期分〕（予定額） 

  ＊ 在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定時から新授業料が適用される。 

 

10．長期履修について 

  本学院では長期履修制度を設けているので、長期履修を希望する者は 13頁の「長期履修について（案

内）」を熟読のうえ、申請すること。 

 

 

◎出願に関して不明な点等があれば、下記まで連絡すること。 
 

〒060-0810 札幌市北区北 10条西８丁目 

北海道大学理学・生命科学事務部事務課 大学院教育担当 

（窓口受付時間 平日 8:30～17:00） 

℡（011）706-3675  Email：r-gakuin@sci.hokudai.ac.jp 

北海道大学大学院生命科学院 
ホームページ https://www.lfsci.hokudai.ac.jp 
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北海道大学大学院生命科学院 10月入学者選抜試験実施要項 
 

 

 （趣旨） 

第１条 北海道大学大学院通則（昭和 29 年海大達第３号。以下「通則」という。）及び北海道大学大学院

生命科学院規程（平成 18年海大達第 102号）に定めるもののほか、北海道大学大学院生命科学院（以下

「生命科学院」という。）における 10月入学者の選抜試験実施に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 （対象） 

第２条 10月入学者選抜試験を実施する対象は、次のとおりとする。 

 (1) 修士（博士前期）課程入学者選抜試験 

 (2) 博士後期課程入学者選抜試験 

 (3) 博士課程入学者選抜試験 

 

 （出願資格） 

第３条 10月入学を志願することのできる者は、入学しようとする年度の直近の学生募集要項に記載され

ている出願資格を有する者及び大学院入学の前までに入学資格を有することとなる見込みの者とする。 

 

 （出願資格の予備審査） 

第４条 10月入学志願者のうち、出願資格に関する予備審査を受けなければならない者は、直近の募集要

項において当該予備審査を必要とされる出願資格により志願する者とする。 

   

 （選抜試験の実施等） 

第５条 前４条に定めるもののほか、10月入学者の選抜試験実施に関し必要な事項は、直近の募集要項を

準用する。 

 

  付 記（平成 18年６月 13日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 18年７月１日から実施する。 

 

  付 記（平成 19年７月 17日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 19年７月 17日から実施する。 

 

  付 記（平成 21年５月 26日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 21年５月 26日から実施する。 

 

  付 記（平成 23年５月 24日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 23年５月 24日から実施する。 

 

  付 記（平成 24年５月 29日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 24年５月 29日から実施する。 

 

  付 記（平成 28年９月２日生命科学院代議員会議決定） 

この要項は、平成 29年４月１日から実施する。 
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長期履修について（案内） 
 

 

１．趣旨 

  学生が職業を有している等（介護・育児等を含む。）の事情により、標準修業年限（４年）を超えて一

定の期間にわたり計画的に教育課程を修了したい旨を申し出たときは、個別に審査のうえ、その計画的

な履修（以下「長期履修」といいます。）を認めることができる制度です。 

 

２．対象者 

  次の各号のいずれかの事由に該当する者で、かつ、当該事由により、学業に専念できないため、課程

修了に要する学修（研究）計画年数を予め長期に設定することを希望する者が申請できます。 

 (1) 官公庁、企業等に在職している者（給与の支給を受け、職務を免除されている者を除く。）又は自ら

事業を行っている者等フルタイムの職業に就いている者 

 (2) アルバイト、パートタイム等の職業に就いている者で、その負担により修学に重大な影響があるも

の 

 (3) 育児、親族の介護等前２号に準ずる負担により、修学に重大な影響がある者 

 (4) 視覚障害、聴覚障害、肢体不自由その他の障害を有している者で、その障害により長期にわたり修

学に重大な影響があると認めたもの 

 

３．在学期間 

  長期履修を認める期間は、博士課程にあっては６年以内で、年を単位として申請することができます。 

  なお、本学院において休学できる期間は４年間までです。 

 

４．申請手続き等 

 (1) 申請期間：長期履修申請書類は出願期間中に出願書類と一緒に提出してください。 

 (2) 提出書類： ①長期履修申請書（様式１） 

         ②長期履修計画書（様式２） 

         ③長期履修が必要であることを証明する書類等（様式任意） 

 (3) 可否の通知： 

    個別に審査を行い、入学試験合格者にのみ（合格通知と併せて）長期履修の可否について通知し

ます。 

 

５．履修期間の短縮又は延長 

    本学院において必要と認めるときは、長期履修期間の短縮又は延長を在学する課程において１回に限

り認めることができます。 

  手続き等の詳細については、入学後に【生命科学院在学者用】の案内を参照してください。 

 

６．授業料の取扱い 

    長期履修が認められた者の授業料は、標準修業年限に納付すべき授業料の額（年額×４年）を長期履

修が認められた年数で除した額を年額として決定します。なお、授業料の改定又は長期履修期間の変更

が許可された場合等はその都度再計算します。ただし、納入済みの授業料を遡って調整することはあり

ません。 

【長期履修申請期間に係る授業料は、決定通知があるまで絶対に納入しないでください。】 

 

７．その他 

  長期履修制度の詳細及び申請書類の請求については、本学理学・生命科学事務部事務課大学院教育担

当あてお問い合わせください。 

 



令和５年１１月１日現在

博士課程

分　野　等 研　究　内　容

教　授

講　師

小林　正紀

鳴海　克哉

疾患に対して最適な薬物療法を実行するためには，正しい薬剤の選択を行うことが必要であ
る。個々の治療に必要な薬物の体内動態解析に基づく薬剤投与の最適化，疾病への正確な薬
学的診断および患者の臨床状態を正しく把握しその疾病に最適な薬物療法の開発，さらに実
験理論に裏付けられた薬物動態学の治療への適用方法の開発に関する研究・教育を行ってい
る。
【臨床薬剤学研究室】
http://rinshoyakuzaigaku.pharm.hokudai.ac.jp/

教　授 小川美香子

生体の異常を早期に検出し治療することが，疾患の克服のために重要である。生体分析化学
研究室では，生体内の特定の分子を可視化する技術である分子イメージングを用いた疾患の
病態解明や早期診断，薬物治療効果評価を行っている。また，イメージングと治療を組み合
わせた新しい技術であるTheranostics (= therapy + diagnosis)についても研究を行い，新
しいメカニズムに基づいた治療薬剤の開発にも取り組んでいる。
【生体分析化学研究室】
http://www.pharm.hokudai.ac.jp/bunseki/index.html

教　授

准教授

講　師
講　師

菅原　　満

武隈　　洋

柏木　　仁
佐藤　夕紀

薬物の体内動態に深く関わっている臓器における薬物輸送機構を明らかにする。特に小腸及
び腎臓における細胞膜透過機構を，薬物の物理化学的性質及びトランスポーターの機能の観
点から解明する。また，同様に薬物の体内動態に関わる代謝酵素の機能を明らかにし，薬物
血中濃度や治療効果における個体間変動の要因を，これら機能性蛋白質の遺伝的多型や発現
量等に着目して解明することで，個別投与設計の指標を確立する。これら機能性蛋白質の機
能を踏まえた製剤設計も，重要なテーマの一つである。
【薬物動態解析学研究室】
http://www.pharm.hokudai.ac.jp/lab_17.html

教　授 山田　勇磨

遺伝子・核酸治療のための基礎・開発研究として，ナノ粒子あるいは，そこに封入された高
分子の体内動態・細胞内動態・核内動態の制御に関する研究をおこない，より安全で効率の
良い薬物送達システムの開発を行っている。また，血中に投与したナノ粒子の体内動態制御
法の開発や，DNAワクチン治療の実現に向けたナノ粒子設計や，ナノ粒子への搭載用素子の開
発も行っている。
【薬剤分子設計学研究室】
http://www.pharm.hokudai.ac.jp/yakusetu/index.html

薬物治療情報学
教　授

講　師

大西　俊介

大久保　直登

「細胞をクスリとして使う」ことを目標として，再生医療分野での研究開発を行っている。
具体的には，出産時に通常は廃棄される卵膜を利用して，再生医療材料として注目されてい
る間葉系幹細胞を分離・培養し，様々な疾患モデルに対する効果およびその機序を解析し
て，臨床応用への展開を目指している。また，歯根膜幹細胞や，CAR-T細胞を用いた再生医療
の開発も行っている。その他にも，生体吸収性材料を用いた新規治療法の開発や，漢方薬の
作用機序の解明を行っている。【分子細胞医薬学研究室】
https://www.pharm.hokudai.ac.jp/byoutai/index.html

※教員の構成は変わる可能性があるので，最新の情報については生命科学院ホームページ等で確認してください。

臨床薬物
動態解析学

研究指導担当教員等及び研究内容一覧表

生命科学院　臨床薬学専攻

担　当　教　員
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